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和解による訴訟の解決に関するお知らせ 

 

当社及び当社子会社である株式会社阪急商業開発（以下、阪急商業開発）は、東急不動産株式会社

（以下、原告）より提起されていた阪急商業開発が運営するモザイク銀座阪急（東京都中央区銀座

５丁目）の立ち退き訴訟について、以下のとおり２０１１年３月４日付けで和解が成立しましたの

で、お知らせします。 

 

１．訴訟提起から和解に至るまでの経緯 

  当社は、銀座ＴＳビル（旧 銀座東芝ビル。以下、本件建物）のテナントとして、１９５６年

（昭和３１年）に数寄屋橋阪急を開業、その後、２００４年（平成１６年）に阪急商業開発が    

運営するモザイク銀座阪急として、５０余年にわたり営業を続けておりました。 

 当社らは、２００７年１０月に本件ビルを取得した原告から、本件建物の建て替えのため、   

立ち退きを求めて２００９年４月に東京地方裁判所に提訴されておりましたが、この度、原告と

訴訟上の和解が成立し、モザイク銀座阪急の既存テナントとの定期建物賃貸借契約が満了する  

２０１２年８月３１日をもって、当社と原告との間の賃貸借契約を解除することに合意しました。 

 

２．和解の相手方 

 （１）名 称        東急不動産株式会社 

 （２）所在地        東京都渋谷区道玄坂一丁目２１番２号 

 （３）代表者の役職・氏名  代表取締役社長 金指 潔 

 

３．和解の概要 

 （１）２０１２年８月３１日をもって原告と当社との間の賃貸借契約を合意のうえ解除する。 

 （２）原告は、明渡完了と引換えに立退補償金として６０億円を支払う。 

 （３）原告は、和解成立の日から明渡完了までの賃料等の支払いを免除する。 

 

４．今後の見通し 

 立退補償金は、２０１３年３月期に特別利益として計上する予定です。なお、モザイク銀座

阪急退店に伴う連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。 
 

以 上 

 


